
新会長挨拶 

１ 

会長就任挨拶に代えて  

拝啓 半田眞理子様  会員の皆様 

    

平成 25 年 6 月 8 日の総会で会長に就任し８カ月余り、会の実情＊がいろいろと分り始め 

頭を悩ませながらこの会長挨拶の原稿を作成していた矢先に半田初代会長急逝の連絡が  

入りました。 

さかのぼること５か月余り前の昨年９月に、半田さんから会長就任へのお祝いのメールを頂きま

した。会報花と緑の創刊、グリーンハートプロジェクト等これまで私が関わってきた会の活動のこ

とを（本人も忘れていたことまで）覚えていていただいたこと、また私の会長就任を喜んでいただ

き大変ありがたいなと思い、鳥取の交流会の旅先から呑気なお礼のハガキを送りました。 

半田さんからのメールの一文に、「今回送付されてきた「花と緑」で会員皆様のメッセージを読

みましたが、発足当時には予想しなかったほどの会の意義が広がり出てきて、味のあるグループに 

育ってきていますね。期待しています！」そして、「またお目にかかる機会のありますように」の

締めの言葉。今思えば、このとき半田さんの病状はかなり悪く、最後を覚悟されていたメッセージ

であったのではないかと推測しています。 

私の会長としての役割は、半田さんが離陸させ、新たな段階に入りつつある本会を未来に継承 

するため、会員数の回復、会運営のルール等の再整理、会員を繋げて大きな力にすることかと考え

ています。ご期待に応えられるよう努めます、だから半田さんもメールでおっしゃっていたように 

これからも会の運営をどうぞ見守っていてください。 

そして会員の皆様、大変なスタートとなりましたが、どうぞご協力よろしくお願いいたします。                 

                                       敬具 

平成 26 年 2 月 28 日  

第 9 代会長 梅本 美奈子 

＊会の実情① 会員数の減少 

1990 年の会発足時の参加者 69 名から 2 年後の 1992 年の会員数は 141 名、2003 年には 

252 名となりました。その後減少に転じ、会が 20 周年を迎えた 2 009 年には 213 名、 

2012 年には 201 名となり現在に至っています。会員の平均年齢も年を追うごとに高くなっています。 

＊会の実情② 運営の様変わり  

インターネットの登場により 1997 年以降メールやＨＰによる会の連絡や情報の共有化が進み、 

運営上の決定もネット上で行われる事が増えました。全国の会員が運営に参加できるようになった 

反面、ＨＰやメールの管理など運営の複雑化、役員の役割の多様化が進んでいます。 

＊会の実情③ 会員のパワーアップ 

設立から 2 3 年、各会員も夫々経験を積み、活躍の場を広げています。この多様な会員の 

ネットワークこそがこの会の宝。共に取組んだ被災地支援活動などは、本会ならではの相乗効果の 

賜物と言えます。 


